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本委員会の枠組み

資料２
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次世代道路網あり方委員会の役割

 本委員会は、都市計画マスタープランを受けて検討される「目指すべき道路網」の実現に向けて、①さいたま
市道路網計画、②さいたま市次期道路整備計画の策定に向けた検討に関して、技術的助言を頂く場

 あわせて、③さいたま市の道路網の交通量等のモニタリングに関する事項として、各計画の推進状況や道
路整備の効果に関して、技術的助言を頂く場

道路網形成プログラム

都市が目指す姿と、実現に向けた総合的、
かつ分野横断的な戦略を定めます。

都市計画マスタープラン都市（まち）のビジョン

道 路 整 備 計 画道路に関する実施計画

整備優先度を設定し、道路整備を推進します。

道 路 網 計 画道路交通のビジョン

まちづくりの目標を達成するために、さいたま市
として必要な道路ネットワークを規定します。

道 路 網 計 画

ドライブに
例えると・・・

進む方向を定め

進む速さを調整

目的地を
目指して

①さいたま市道路網計画の改定に向けた
検討に関すること

・さいたま市道路網計画の改定
地区交通プラン検討の手引きの策定

②さいたま市次期道路整備計画の策定に向けた
検討に関すること

・さいたま市次期道路整備計画の策定

③さいたま市の道路網の交通量等の
モニタリングに関すること

・各計画の推進状況の確認
・道路整備効果の確認

都市計画全般の領域（都市計画マスタープラン）
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次期道路整備計画の検討体制

 さいたま市道路網計画・さいたま市道路整備計画の実現に向けて、各検討事項に対して協議・情報提供・
連絡調整のため、庁内課長級から構成する庁内検討会を設置

 庁内検討会を経た各検討事項に対して技術的助言等を得るために、学識経験者等を含めた次世代道
路網あり方委員会を設置

 道路整備計画等の計画検討や交通状況の把握（事業の推進効果発現等の確認）、道路ネットワーク
の整備の更なる推進のための人材育成などを行うために、実務者レベルやから構成するワーキンググループを
設置
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道路整備計画の策定に向けた検討プロセス

計画検討
（さいたま市）

市民参加
（市民）

現状と課題
道路整備の考え方に関する

意見

計画検討に関する意見

道路整備の考え方
及び基本方針

計画書に関する意見

さいたま市道路整備計画

技術検討
（次世代道路網あり方委員会）

現状や将来動向に関する
技術検討

基本方針や評価項目・
評価の視点に関する技術検討

計画書に関する技術検討

評価項目・評価の視点

道路整備路線・箇所

整備効果

さいたま市道路整備計画(案)

評価の視点や優先整備路線
に関する技術検討

 今回は、道路整備計画（案）に対するパブリックコメントの結果の報告を行う

今回

※年月は予定

今回

R4.8～R5.3

R4.11～R5.6

R5.4～6

R5.6～8

R5.9～10

R6.3

R6.4

R4.11、R5.3

R5.7

R5.8

R5.11、R6.3

R5.2～5

R5.5～10

R5.12～R6.1 今回
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検討スケジュール

 今回の会議では、道路整備計画（案）に対するパブリックコメントの結果の報告を行う
 併せて、モニタリングについて、道路網計画の推進状況の報告を行う

開催時期 【道路網計画】 【道路整備計画】 【モニタリング】

令和4年度 5月 道路網構築の視点

9月 道路網（案）
評価結果
車線数・幅員

11月 路線類型
道路網計画（素案）

現状と課題

3月 地区交通プランの手引き 道路整備の考え方及び
基本方針

令和5年度 7月 パブコメ結果
【計画策定】

評価項目・評価の視点

8月 評価項目・評価の視点
道路整備路線・箇所

11月 道路整備路線・箇所
整備効果
次期道路整備計画（案）

計画策定後の取組の考え方

3月 パブコメ結果
【計画策定】

道路網計画の推進状況

令和６年度 12月まで
（予定）

道路網計画の推進状況
道路整備計画の推進状況

今回


